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訓練のための放送ですので、
本当の火災と間違わないよう
に注意してください！

訓練火災発生のお知らせとサイレンが、
防災無線から放送されます。

今月のピックアップ pickup!

日　時　　１１月２8日（金）
　　　　　　受　付　午後６時２０分～
　　　　　　開会式　午後６時４５分～

場　所　　健康増進トレーニングセンター

種　目　　一般男子の部、一般女子の部、一般混合の部、小中学生の部

参加料　　１チーム　１，０００円（小中学生の部は無料）

申　込　　１１月１８日（火）　午後５時まで

日　時　　１１月9日（日）
　　　　　午前９時～
場　所　　下五反沢集落

仲間を誘い合って、出場しませんか？
皆さんの参加をお待ちしています！！

防 災 訓 練（下五反沢集落）

ご協力
ください

問い合わせ先　上小阿仁村公民館（教育委員会）　☎（60）９０００
　　　　　　　トレーニングセンター　事務室　　☎（77）２０４４

監督会議及び
　　　組み合わせ抽選会
１１月25日（火）

 午後６時３０分～
※生涯学習センターで開催します。

※申込書は生涯学習センター及びトレーニングセンターへ備え付けています。
教育委員会（生涯学習センター内）へ申込書を提出してください。

（昨年度の訓練の様子）
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八
木
沢
集
落
と
沖
田
面
集
落
、
小
沢
田

集
落
を
会
場
と
し
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

「
K
A
M
I
K
O
A
N
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋

田
2
0
1
4
」が
10
月
13
日
で
閉
幕
し
ま

し
た
。
８
月
９
日
か
ら
始
ま
っ
た
66
日
間

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
延
べ
１
万
６
７
８
９

人
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

◇
10
月
４
日

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
（
小
沢
田
）

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
会
場
に
加
わ
っ

た
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
展
示
作

家
ら
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
20
人
の
参
加
者
ら
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
作
家
か
ら
作
品
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

写
真

◇
10
月
12
日

　
第
３
回
番
楽
サ
ミ
ッ
ト
と伝

統
芸
能
競
演

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
番

楽
サ
ミ
ッ
ト
」と「
伝
統
芸
能
イ
ベ
ン
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
伝
統
芸
能
で
あ
る
、
小
沢
田
駒
踊

り
・
大
林
獅
子
踊
り
に
よ
る
開
幕
に
続

き
、
昨
年
度
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
に
参
加
し
た
映
像
作
家
、
三

宅
流
氏
が
村
で
取
り
ま
と
め
た
映
像
を
作

品
に
ま
と
め
た「
山
の
身
体
、
山
の
谺こ

だ
ま

」を

上
映
し
ま
し
た
。

　

上
映
会
終
了
後
に
は
、
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
海
獅

子
舞
番
楽「
天あ

ま
い
け池
講
中
」（
由
利
本
荘
市
）の

披
露
に
続
き
、「
こ
れ
か
ら
の
世
代
へ
」と

題
し
、
第
３
回
番
楽
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
根
子
番
楽（
北
秋
田
市
）の

演
者
で
あ
る
畠
山
充み

ち
る

氏（
沖
田
面
）、
八

木
沢
番
楽
の
復
活
の
際
に
演
者
と
な
っ

た
、
地
域
活
性
化
応
援
隊
の
水
原
隊
員
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
畠
山
氏
は
、
自

分
が
根
子
番
楽
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
憧
れ
の
先
輩
の
存
在
や
、
若
い
世
代

が
継
承
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
ま
た
水
原
隊
員
は
、
八
木
沢
番
楽
の

復
活
に
関
わ
っ
た
体
験
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
本
海
獅
子
舞
番
楽
、
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
根
子
番
楽
、
八
木
沢
番
楽
が
順
に
演
目

を
披
露
し
ま
し
た
。

◇
10
月
13
日

　
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

会
場
と
な
っ
た
八
木
沢
集
落
の
棚
田
舞

台
に
は
多
く
の
来
場
者
と
関
係
者
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
に
よ
る
リ
レ
ー

ト
ー
ク
で
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
芝
山
昌

也
氏
の
他
、
駆
け
付
け
た
10
人
の
作
家
ら

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
！
ア
ー
ト
と
の
66
日
間

が
舞
台
に
上
が
り
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ

Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
へ
の
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
芝
山
氏
は
「
村
の
ス

タ
ッ
フ
、
県
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
村
民
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
無
事
に
３
回
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
疎
の
進
む

地
域
で
も
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
次
に
向
か
っ
て

も
準
備
を
整
え
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
田
美
緒
氏
と
渡
辺
亮
氏
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
澄
み
き
っ

た
声
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
音
色
が
、
会

場
へ
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

日
が
落
ち
、
あ
た
り
が
暗
く
な
り
始
め

た
頃
、最
後
の
１
曲
の
演
奏
と
共
に
、
棚

田
に
設
置
し
た
万
灯
火
に
火
が
と
も
り
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
66
日
間
の
イ
ベ

ン
ト
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
４　
閉
幕

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
４　
閉
幕
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み
ん
な
の

　

こ
あ
に
号
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
県
外
の
方
で
も
利
用
可
能
で
す
）

　

村
内
か
ら
八
郎
潟
駅
ま
で
平
日
、

朝
・
昼
・
夕
の
３
回
、
電
話
予
約
に
よ

り
運
行
し
て
い
ま
す
。

●
運
行
時
間

（
役
場
発
）

　

朝
便　

午
前
７
時
20
分

　

昼
便　

午
前
11
時
30
分

　

夕
便　

午
後
４
時
00
分

（
八
郎
潟
駅
発
）

　

朝
便　

午
前
９
時
00
分

　

昼
便　

午
後
１
時
00
分

　

夕
便　

午
後
５
時
30
分

●
予
約
方
法

　

朝
便
の
利
用
は
前
日
の
午
後
５
時

ま
で
、
昼
又
は
夕
便
の
利
用
は
出
発
時

間
の
２
時
間
前
ま
で
に
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

●
料
　
　
金
〈
片
道
〉

　

お
と
な　
　
　
　
　

１
、０
０
０
円

　

こ
ど
も（
小
学
生
）　　

 

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
無
料
）

●
申
し
込
み
先

　
上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎ 

０
１
８
６（
77
）３
０
５
８

み
ん
な
の

　

こ
あ
に
号
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

10
月
18
日
、
生
涯
学
習
週
間
の
公
民
館

主
催
事
業
と
し
て
、
元
祖
爆
笑
王
氏
に
よ

る
講
演
会
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

元
祖
爆
笑
王
氏
は
、
放
送
作
家
、
演
芸

作
家
、
演
芸
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
昨
年
12
月
に
上
小

阿
仁
中
学
校
で
行
わ
れ
た
「
先
輩
に
学
ぶ

集
会
」
で
講
師
を
務
め
ら
れ
た
こ
と
が
縁

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、「
心
豊
か
に
な
る
会
話
術
～

家
族
と
知
人
と
も
っ
と
し
ゃ
べ
り
た
い

～
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、
会
場
に
訪
れ
た

観
客
ら
は
、
そ
の
軽
快
で
笑
い
を
誘
う

ト
ー
ク
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

秋
田
２
０
１
４
に
対
し
ま
し
て
、
た
く
さ

ん
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
紹

介
を
も
っ
て
、
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
様

・
有
限
会
社　

大
沢
塗
装
店　

様

・
上
小
阿
仁
観
光
物
産
株
式
会
社　

様

・
上
小
阿
仁
村
商
工
会　

様

・
有
限
会
社　

武
石
工
業　

様

・
丸
正
塗
装　

様

・
有
限
会
社　

大
栄
装
飾　

様

・
有
限
会
社　

中
田
工
業　

様

・
株
式
会
社　

北
都
銀
行　

様（
五
十
音
順
）

　

多
大
な
る
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
各
会
場
に
お
い
て
多
く

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
戸
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
旗
に
つ
い
て
も
、
村

民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
保
管
し
て
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

８
月
９
日
か
ら
始
ま
っ
た
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
４

も
10
月
13
日
を
も
っ
て
閉
幕
い
た
し
ま
し

た
。
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
４

◇
期
間

　

８
月
９
日　

～　

10
月
13
日

　

66
日
間

◇
会
場
・
来
場
者
数

　

の
べ　
　
　

１
万
６
、７
８
９
人

　
　

八
木
沢
会
場　

６
、５
０
５
人

　
　

沖
田
面
会
場　

４
、１
６
７
人

　
　

小
沢
田
会
場　

４
、９
０
７
人

◇
参
加
作
家
　
　
　
　
　

　

29
人

　

八
木
沢
集
落
内　
　
　

13
人

　
　

公
民
館
内　
　
　
　

２
人

　
　

集
落
内　
　
　
　
　

11
人

　

旧
沖
田
面
小
学
校　
　

７
人

　
　

レ
ジ
デ
ン
ス
作
家　

５
人

　
　

作
品
展
示　
　
　
　

２
人

　
　

地
域
セ
ン
タ
ー　
　
　

12
人

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
４

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
協
賛
を

い
た
だ
き
ま
し
た

元
祖
爆
笑
王

上
小
阿
仁
村
講
演
会
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実りの秋・アイディア満載

　

上
小
阿
仁
村
に
来
ら
れ
る
方
・
出
か

け
る
方
の
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
集
落
の
自
宅
前
か
ら
大
館
能
代
空

港
、
阿
仁
前
田
駅
、
阿
仁
合
駅
の
直
行

便
で
す
。

【
利 

用 

者
】

　

だ
れ
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
県
外
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。）

【
料
　
　
金
】

〈
片
道
〉お
と
な　
　
　
　

２
、０
０
０
円

　
　
　

こ
ど
も（
6
歳
未
満
）１
、０
０
０
円

【
利
用
条
件
】

　

利
用
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
各
タ

ク
シ
ー
会
社
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※
乗
車
人
員
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
員
オ
ー
バ
ー
の
と
き
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

●
大
館
能
代
空
港
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　

東
京
２
便
が
対
象
で
す
。

　
合
川
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　

☎ 

０
１
８
６（
78
）２
５
２
２

●
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　
角
館
行  

阿
仁
合
駅
発　

  

午
前
５
時
18
分

　
　
　
　

  

阿
仁
前
田
駅
発  

午
前
８
時
08
分

　
　
　
　

  

阿
仁
前
田
駅
発  

午
前
９
時
05
分

　
鷹
巣
行  

阿
仁
前
田
駅
着  

午
後
１
時
26
分

　
　
　
　

  

阿
仁
前
田
駅
着  

午
後
３
時
37
分

　
　
　
　

  

阿
仁
前
田
駅
着  

午
後
７
時
27
分

　
米
内
沢
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　

☎ 

０
１
８
６（
72
）３
２
１
２

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
制

　10月18日、19日の両日、健康増進トレーニングセンターを会場に産業祭が開催されました。
　会場には、丹精込めて生産された農作物のほか、特産品を活用したアイディア料理が出品
されました。また地元企業の出展や個人生産者の工芸品、鷹巣技術専門学校などの製品の
紹介のほか、ＪＡあきた北央の特売会が実施され、会場には多くの村内外の方が訪れました。
　この他にも、地域おこし協力隊の河原崎彩子さんが、自身のこれまでの活動をまとめたイ
ラストコーナーや、先日閉幕した KAMIKOANIプロジェクト秋田 2014 の写真を展示するコー
ナーが設けられ、来場者が足を止めていました。

◆上小阿仁村長賞
　優秀賞
　　内装材
　　　㈱澤田石興産（沖田面）
　優良賞
　　食用ほおずきの鉢植え
　　　鈴　木　鐵　二（大　林）
　考案賞
　　三色ラッキョウ
　　　小　林　和　子（小田瀬）
　努力賞
　　さつまいも
　　　かみこあに保育園
　奨励賞
　　コハゼ
　　　福　田　與志雄（沖田面）

◆上小阿仁村議会議長賞
　優秀賞
花瓶とフォトスタンド
　　　久保市　芳　雄（沖田面）

第 37 回 上小阿仁村 産業祭

◆あきた北央農業協同組合長賞
　優秀賞
　　ズッキーニ
　　　高　橋　弘　一（沖田面）
　優良賞
　　銀だけの瓶づめ
　　　中　田　富士夫（下五反沢）

◆上小阿仁村商工会長賞
　優秀賞
　　かやぶき
　　　畠　山　耕　一（大　林）
　優良賞
　　乾燥食用ほおずき
　　　齊　藤　金　蔵（上仏社）

◆上小阿仁村教育委員会　委員長賞
　優秀賞
　　ほおずきとヨモギのたばね
　　　清　水　敦　子（大　海）

◆上小阿仁村農業委員会長賞
　優秀賞
　　ベイナス
　　　小　林　國　男（小田瀬）

上小阿仁村産業祭受賞者

受賞された皆様、
おめでとうございます
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10
月
19
日
、
第
39
回
上
小
阿
仁
村
生
涯

学
習
村
民
の
つ
ど
い
学
習
発
表
会
が
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
来
場
者
で
賑
わ
い
、
各
出
演
者
の
発
表

が
終
わ
る
た
び
に
、
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

【
出
演
団
体
】
発
表
順
　
全
12
団
体
・
個
人

上
小
阿
仁
小
中
学
校
、
ク
ロ
ー
バ
ー
教

室
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
、
総
合
型
ク
ラ

ブ
「
ス
マ
イ
ル
」、
鏡
栄
会
、
プ
ァ
フ
ラ

チ
ー
ム
、
再
起
ク
ラ
ブ
、
ギ
タ
ー
同
好
会
、

コ
ー
ル
わ
か
ば
、
上
小
阿
仁
鳳
扇
会
、
鏡

芳
会
、
貴
鏡
会

　
　
　
　
　
　

　

生
涯
学
習
週
間「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」と

上
小
阿
仁
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
生
涯
学
習
週
間
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

小
学
校
の
部

特
選　

こ
ば
や
し　

あ
き
や
（
小
１
年
）

　
　
　

矢
は
た　

ま
こ　　
（
〃
２
年
）

　
　
　

田
口　

晶
大　
　　
（
〃
３
年
）

　
　
　

武
石　

千
嘉　
　　
（
〃
４
年
）

　
　
　

中
田　

優
希　
　　
（
〃
５
年
）

　
　
　

中
嶋　

静
流　
　　
（
〃
６
年
）

　
　
　

田
口　

幸
太
郎　　
（
〃
６
年
）

　
　
　

齊
藤　

愛
華　
　　
（
〃
６
年
）

中
学
校
の
部

特
選　

小
林　

真
太
郎　　
（
中
１
年
）

　
　
　

北
林　

瞭
太　
　　
（
〃
２
年
）

　
　
　

村
田　

秀
代　
　　
（
〃
３
年
）

◆
上
小
阿
仁
村
ス
ポ
ー
ツ
賞

〈
奨
励
賞
〉

個
人

田
中　

透
心
（
小
沢
田
）

　

平
成
26
年
２
月
２
日

　

北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会

　

５
年
男
子
大
回
転　

第
１
位

上
平　

晃
也
（
沖
田
面
）

　

平
成
26
年
２
月
２
日

　

北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会

　

６
年
男
子
距
離　

第
１
位

団
体

か
み
こ
あ
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
部

山
田　

龍
輔
（
沖
田
面
）

田
中　

大
成
（
小
沢
田
）

上
平　

晃
也
（
沖
田
面
）

　

平
成
26
年
２
月
２
日

　

北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子
リ
レ
ー　

第
１
位

〈
栄
光
賞
〉

個
人

萩
野　

真
紀
（
堂
川
）

　

平
成
25
年
12
月
15
日

　

全
国
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　

第
４
位　
（
区
間
３
位
）

　

平
成
26
年
７
月
12
日

　

秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

　

２
年
女
子
８
０
０
ｍ　

第
１
位

　

平
成
26
年
７
月
19
日

　
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
秋
田
県
大
会

　

２
年
女
子
８
０
０
ｍ　

第
１
位

　

２
年
女
子
１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

　

平
成
26
年
８
月
７
日

　

東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

２
年
女
子
８
０
０
ｍ　

第
３
位

　
（
全
国
中
学
校
陸
上
競
技
大
会　

出
場
）

　

平
成
26
年
８
月
30
日

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
秋
田
県
予
選
大
会

　

女
子
１
５
０
０
ｍ　
　

第
１
位

　

平
成
26
年
９
月
21
日

　

秋
田
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　

優
勝　
（
５
区
区
間
１
位
）

　

平
成
26
年
９
月
28
日

　

秋
田
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

　

２
年
女
子
１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

上
平　

晃
也
（
沖
田
面
）

　

平
成
26
年
７
月
13
日

　

秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

　

１
年
男
子
１
５
０
０
ｍ　

第
３
位

　
（
東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会　

出
場
）

武
石　

麗
未
（
羽
立
）

　

平
成
26
年
８
月
30
日

　
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
秋
田
県
予
選
大
会

　

女
子
共
通
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー　

第
１
位

鈴
木　

多
工
也
（
沖
田
面
）

　

平
成
26
年
４
月
19
日

　
大
館
北
秋
田
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大
会　

柔
道
競
技

　

90
㎏
級　

第
１
位

　

平
成
26
年
６
月
22
日

　
大
館
北
秋
田
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

　

81
㎏
級　

第
１
位

団
体

上
小
阿
仁
村
チ
ー
ム

山
田　

龍
輔
（
沖
田
面
）

松
浦　

有
香
（
福
舘
）

安
藤　

誠
二
（
沖
田
面
）

安
藤　

瞳
（
沖
田
面
）

安
藤　

信
彦
（
沖
田
面
）

萩
野　

真
理
（
堂
川
）

萩
野　

孝
広
（
堂
川
）

大
沢　

駿
（
小
沢
田
）

木
村　

真
莉
亜
（
沖
田
面
）

田
口　

京
弥
（
小
沢
田
）

齊
藤　

愛
華
（
上
仏
社
）

宮
川　

陽
野
（
沖
田
面
）

北
郷　

美
沙
希
（
沖
田
面
）

上
杉　

大
志
（
沖
田
面
）

　

平
成
26
年
９
月
28
日

　
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！

　

村
の
部　

優
勝

　
日
頃
の
学
習
の
成
果
を

　
生
涯
学
習
村
民
の
つ
ど
い

　
日
頃
の
学
習
の
成
果
を

　
生
涯
学
習
村
民
の
つ
ど
い
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上小阿仁村職員（保健師、看護師等）の採用試験を行います

１． 試験区分及び採用予定人員

保 健 師 1名

1名

保健師の専門的な業務に従事します。

看護の専門的な業務に従事します。看護師等
（看護師及び准看護師）

村では、次のとおり職員採用試験を行います。
受付期間    平成２６年10月31日(金)～１1月25日(火)
　　　　　　申込は、午前８時３０分～午後５時１５分（土曜日・日曜日・祝日を除く）
　　　　　　(申込用紙の請求は、直接または電話、ファックス、メールで役場総務課へ)

試 験 区 分 採用予定人員 職　務　内　容

※次の各号の一に該当する方は受験できません。
    ①日本の国籍を有しない方
    ②成年被後見人及び被保佐人（準禁治産者を含む）
    ③禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方
    ④本村職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない方
    ⑤日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、
　　 又はこれに加入した方

２． 受験資格

保 健 師
看護師等

昭和５４年４月２日以降に生まれた方で、保健師免許を取得している方。
看護師免許または准看護師免許を取得している方。

試 験 区 分 要　　　　　　　件

日　　時　　平成２６年１１月３０日（日）　受付　午前８時３０分～　
場　　所　　上小阿仁村役場
日　　程　　試験説明　　午前８時５５分～
作　　文　　午前９時～午前１０時
口述試験　　午前１０時１５分～

４． 試験日及び場所

合格者発表　　平成２６年１２月上旬（発表は、役場前掲示板に掲示するほか、合格者に通知します。）
５． 合格者発表

（１）最終合格者は採用候補者名簿に登載され、そのうちから採用者が決定されます。
（２）この名簿からの採用は、平成２７年１月１日からの予定です。

６． 合格から採用までの経路

　村の給与規程による。
７． 給　　与

（１）受験料は不要です。
８． そ の 他

　【職員採用試験に関する問い合わせ】　上小阿仁村総務課総務財政班　電話：0186-77-2221　ファックス：0186-77-2227
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：soumu@vill.kamikoani.lg.jp

３． 試験の方法

作　　文 主として文章表現力等について試験を行います。
試 験 種 目 方　　　　　　　法

口述試験 個別面接により主として人物について試験を行います。

身体検査 提出を求める健康診断書により職務遂行に必要な健康度を有するかどうか
について検査を行います。
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類似団体内順位…1/78　全国平均…60.0　秋田県平均…96.4

類似団体内順位…31/78　全国平均…9.2　秋田県平均…13.5

類似団体内順位…18/78　全国平均…7.00　秋田県平均…9.18

将来負担の状況

公債費負担の状況

定員管理の状況

給与水準（国との比較）

将来負担比率の分析欄
　償還終了と新規事業の抑制による地方債現在高の
減少、各一部事務組合への負担金等見込額の減少に
加え、充当可能基金が増加したことにより前年度同様
に、比率がなしとなった。

実質公債費比率の分析欄
　類似団体平均と比較すると、やや下回っている。平
成２３年度の１０．３％に対して、平成２４年度は８．１
％と、２．２ポイント改善しており、これは償還終了と
新規事業抑制による地方債現在高の減少等によるも
のである。平成２０年度が償還のピークであったた
め、今後も数値は改善されていくと見込んでいる。

人口千人当たり職員数の分析欄
　類似団体平均を下回ってはいるが、全国市町村平均
及び秋田県市町村平均と比較すると高い水準になっ
ている。主な要因は、退職者と同数の新規職員を採用
したことである。
　まちづくり（自立）計画では、事務事業の整理合理化
を図り退職職員の補充を最小限に留めることにより、
当初計画時の平成１５年度から平成２５年度までに
約３３％（３４人）の削減目標を定めており、職員数の
適正化に努め、数値の改善を図る。

類似団体内順位…37/78　全国平均…106.6　秋田県平均…103.2

ラスパイレス指数の分析欄
　類似団体平均と比較して、やや下回っている。これ
は、中途採用者が多いことや、前歴換算率が低いこと
が要因である。引き続き給与水準の適正化に努める。
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平成24年度　秋田県上小阿仁村平成24年度　秋田県上小阿仁村平成24年度　秋田県上小阿仁村
市町村財政比較分析表(普通会計決算)

人 口
う ち 日 本 人
面 積
歳 入 総 額
歳 出 総 額
実 質 収 支
標 準 財 政 規 模
地 方 債 現 在 高

2,719
2,697
256.82

2,682,398
2,642,828
38,651

1,875,141
2,258,056

人(H25.3.31現在)
人(H25.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円
千円
千円

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率
市町村類型　H20 Ⅰ－１ H21 Ⅰ－１ H22 Ⅰ－１  
(年　度　毎)　H23 Ⅰ－２ H24 Ⅰ－２

ー％
ー％
8.1％
ー％

※市町村類型とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類したものである。当該団体と同じグループに属する団体を類似団体と言う。
※平成25年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく実質公債費比率及び将来負担比率を算出していない団体については、グラフを表記しない。
※充当可能財源等が将来負担額を上回っている団体については、将来負担比率のグラフを表記しない。
※充当可能財源等が将来負担額を上回っている団体については、将来負担比率のグラフを表記しない。
※「人件費・物件費等の状況」の決算額は、人件費、物件費及び維持補修費の合計である。 ただし、人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。
※住民基本台帳法の改正により、平成25年3月31日現在の住民基本台帳登載人口については、外国人住民を含む。

類似団体内順位…62/78　全国平均…0.49　秋田県平均…0.29

類似団体内順位…37/78　全国平均…90.7　秋田県平均…88.1

類似団体内順位…24/78　全国平均…116,454　秋田県平均…148,962

財　政　力
財政力指数の分析欄

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の状況

　人口の減少や、全県一の高齢化率（平成２５年３月
末現在４５．２５％「住民基本台帳による」）に加え、村
の基幹産業である農林業の不振により、地方税の収
入による決算構成率が６．４％と財政基盤が弱く、財
源の多くを地方交付税に依存している状況であり、類
似団体平均と比較しても低い数値となっている。平成
２０年３月に見直しを行った、まちづくり（自立）計画
で、退職職員の補充を最小限に留めることにより、当
初計画の１５年度から２５年度までに約３３％（３４
人）の削減目標を定めているほか、経常的物件費につ
いては、歳入に見合った抑制・スリム化を図り、財政の
健全を図る。

経常収支比率の分析欄
　平成２３年度の８６．７％に対して、平成２４年度は
８１．８％と、４．９ポイント好転しているものの、類似
団体平均と比較すると依然として高い数値となってい
る。主な要因は、退職職員の補充を最小限に留めてい
るものの、昇給等による人件費の増加や維持補修費
等の支出が依然として高いことである。
　今後もまちづくり（自立）計画、集中改革プランによ
り、物件費等経常経費の削減、また村有林の収入間伐
事業等による自主財源の確保、職員数の適正化に努
め、財政の健全を図る。

人口1人当たり人件費・物件費等決算額の分析欄
　類似団体平均と比較して低い数値であるが、人件費
の決算額において人口１，０００人当たりの職員数が
１５．８１人と、全国市町村平均及び秋田県市町村平均
と比較して高い水準である。物件費では、業務効率化
のためのコンピューター関連経費が年々増加してい
る。そのため、全体の数値を押し上げている状況であ
る。
　今後は、まちづくり（自立）計画で目標を定めている
職員削減計画による職員数の適正化や、物件費、維持
補修費の削減に努め、改善を図る。

当該団体値

類似団体内平均値

類似団体内の
 最大値及び最小値



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

【
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ
】

ス
マ
イ
ル
会
長
杯 

卓
球
交
流
大
会

■
開
催
日
・
時
間

　11
月
18
日（
火
）
　午
前
９
時
〜

■
会

　場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

 

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
交
流
大
会

■
開
催
日
・
時
間

　12
月
３
日（
水
）
　午
後
６
時
30
分
〜

■
会

　場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託
活

動
が
含
ま
れ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
次
の

連
絡
先
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
77
）
２
０
４
４

上
ノ
岱
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　シ
ー
ズ
ン
終
了
の
お
知
ら
せ

　上
ノ
岱
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
10
月
31
日

（
金
）
を
も
ち
ま
し
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

運
営
を
終
了
し
ま
し
た
。

　ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　現
在
、
冬
季
の
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　積
雪
の
状
態
を
見
な
が
ら
、
12
月
中
旬

〜
下
旬
頃
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

        

　
　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

       

　
　

 

午
後
７
時
30
分
〜

■
会

　場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

■
会

　場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　午
後
１
時
〜

■
会

　場

　地
域
セ
ン
タ
ー

（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
日
・
時
間

  

11
月
12
日
、
26
日
（
水
）
　

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

■
会

　場

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　第
39
回
生
涯
学
習
村
民
の
つ
ど
い
が

10
月
14
日
〜
19
日
の
期
間
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　19
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
学
習
発

表
会
の
写
真
の
一
部
を
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　今
月
広
報
の
６
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　こ
の
事
業
へ
ご
参
加
・
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
紙
面
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

　　11
月
３
日（
月
）
文
化
の
日

　11
月
23
日（
日
）
勤
労
感
謝
の
日

　祝
日
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

　本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

リ
サ
イ
ク
ル
の
雑
誌(

２
０
１

０
年
分)

は
、
引
き
続
き
館
内
に

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ほ
し
い
方
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
文
芸
春
秋
・
時
刻
表
・
大
相
撲

(

休
刊)

等
、
古
く
て
も
魅
力
の

あ
る
雑
誌
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

(

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す)

11
月
10
日（
月
）〜
16
日（
日
）

は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

い
た
し
ま
す
。

　す
べ
て
の
業
務
を
停
止
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
新
聞
の
当
日
号
に

つ
き
ま
し
て
は
、
図
書
館
入

口
前
の
ホ
ー
ル
で
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

　公
民
館
講
座
と
し
て
10
月
末
か
ら
３
回

の
予
定
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
教

室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　11
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　平
成
26
年
11
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　平
成
26
年
11
月
12
日
（
水
）

■
時
間

　13
時
30
分
〜
15
時
頃
ま
で

■
場
所

　保
健
セ
ン
タ
ー

　ホ
ー
ル

■
講
師

　秋
田
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　
　
　
　
　理
事

　金

　光
子

　氏

　前
回
の
講
座
に
参
加
し
た
方
は
も
ち
ろ

ん
、
今
回
か
ら
初
め
て
参
加
す
る
方
も
大

歓
迎
で
す
の
で
是
非
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込

　公
民
館
の
申
込
書
に
記
入
し
て

提
出
す
る
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館☎（

60
）
９
０
０
０

　10
月
13
日
（
月
）
体
育
の
日
に
あ
わ
せ

て
、
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　行
事
内
で
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
村
長

杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

午
前
は
ふ
る
さ
と
公
園
で
児
童
の
部
を
、

午
後
か
ら
は
旧
沖
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
一
般

の
部
を
行
い
ま
し
た
。

　初
心
者
の
方
も
ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
、
一

緒
に
楽
し
ん
で
プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。

体
育
の
日
記
念
行
事

　10
月
６
日
（
月
）
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
高
齢
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
ロ
コ
モ
予
防
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
通
称

ロ
コ
モ
：
骨
・
関
節
・
筋
肉
な
ど
の
運
動

器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
能
力
の
低
下
を

き
た
し
て
、
生
活
の
自
立
度
が
下
が
る
状

態
）
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
学
習
す
る
と

と
も
に
、
予
防
に
効
果
の
あ
る
体
操
や
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
実
践
し
ま
し
た
。

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

【
休
館
日
の
お
し
ら
せ
】

【
小
学
校
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

　  

ク
ラ
ブ
で
の
様
子
で
す
】

図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ー
に
、た
く
さ
ん
の

ご
来
館
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
週
間
村
民
の
つ
ど
い

盛
会
裡
に
終
了

レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス

「
レ
ク
ダ
ン
ス
講
座
」

　
　
　
　
　
　

開
催
中
で
す
！

♪

♪

♪

♪

高
齢
者
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
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